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研究成果の概要（和文）：本研究では、米国の先行研究の結果を参考としつつ独自に19世紀中盤以降の米国初等
中等学校における試験の規則・実施要項・問題・結果報告書等の一次資料を入手し、また外国教育情報の影響を
受けたと思われる日本側資料も収集した。さらに、近世の武家教育から明治前期の試験制度関係の諸資料を収集
し、上記情報との突き合わせを行った。
その結果、明治初期の我が国においては、西洋からは国民教育制度や進級・入学試験などの制度的な整備の在り
方を模倣的に受容していたものの、その後の試験の実施形態や執行過程においては近世における武士教育におけ
る試験の経験や慣行が色濃く看取されることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：I originally collected primary materials on American testings in 19c public 
schools, and materials of examinations in 19c Japan, including those under the pre-modern Samurai 
regime.
The comparative analysis of them revealed that even modern Japanese government had borrowed the 
legal formats from America and other Western countries for establishing schools and examination 
rules, the Japanese tests appeared to be different from the American ones. Japanese rules and 
materials of testing resemble American ones, but the context differed from each other. I reported 
some instances of school semi-annual tests that were done for the sake of checking students' 
compliance toward study rather than for assessing their competency. Another instance was an exercise
 book for teacher candidates in the States that was translated or transformed into a material book 
for examiners that deals with lower elementary school students.
We may next think about the meaning of Japanese sticking to traditional tests.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近世の試験の経験が近代日本が試験制度を作る際の素地をなしたという可能性は、ロナルド・ドーアや天野郁夫
らが示唆したが、近世・近代の連続・非連続の実証は本研究以前にはなされてこなかった。
本研究の学術的意義は、明治前期の日本の試験制度が、西洋に法制度の範を取りつつも、中身は江戸時代の学問
吟味等の褒賞制度につらなる試験の手順や慣行に従っていたことを明らかにしたことである。
日本における試験が、真面目に学ぶ態度や意欲を検査して望ましい学校像・学習者像を育成することに重点を置
き、学習者の能力の正確な測定や有資格者の公正な判定の機能が弱められることがなかったか、社会的に回顧す
る手がかりを提供することができた。
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１．研究開始当初の背景 

社会一般、中教審、及び学校でも議論される「受験学力」や「受験に向けた教育」(teaching 

to the test)の形成過程や歴史的特質は、学術的に未解明である。日本の教育では試験制度は明
治以降次第に拡大し、昭和初期には「試験の時代」「受験社会」が到来したという社会史的叙述
（天野 1983、斉藤 1995 等）はあるが、教育の中に主要な位置を占めた試験制度の特質の学術
的解明は手つかずの状況である。 

近世には受験とはほぼ無縁の学習文化を有した日本がなぜ、いかに「受験社会」に向かった
のか、それらを解明する基礎を本研究で得たい、と考えた。 

 

 

２．研究の目的 

日本が、受験社会の形成途上の近代教育創設期に、近世の伝統を引く試験に加えて、初等中
等教育のモデル国であったアメリカからの試験の情報をどのように選択・受容し、活用したか。
その過程を実証的にとらえて、比較教育史的な視点と手法による分析を行い、近代日本の試験
の本質や特徴など、初期受験社会の基本構造を解明することが目的である。さらに、将来、昭
和後期以降の「大衆受験社会」の特質を解明する道筋を付けたい。 

 

 

３．研究の方法 

１）19世紀アメリカ初等中等学校のテスト関連史料の収集と分析  
２）明治期日本の各府県・小中学校の試験の関連資料の収集と分析  
３）明治末までに移入されたアメリカ教育書・論文等のテスト情報の分析  
４）３）のアメリカのテスト情報と、２）の日本の各府県・学校の試験の関連性の分析 
５）19 世紀アメリカのテスト情報の日本的な受容の特質を国内外の学会や研究会で報告し、
意見交換を経て、これを分析する。 

 
 
４．研究成果 

本研究では、米国の先行研究の結果を参考としつつ独自に 19世紀中盤以降の米国初等中等学
校における試験の規則・実施要項・問題・結果報告書等の一次資料を入手し、また外国教育情
報の影響を受けたと思われる日本側資料も収集した。さらに、近世の武家教育から明治前期の
試験制度関係の諸資料を収集し、上記情報との突き合わせを行った。 

その結果、明治初期の我が国においては、西洋からは国民教育制度や進級・入学試験などの
制度的な整備の在り方を模倣的に受容していたものの、その後の試験の実施形態や執行過程に
おいては近世における武士教育における試験の経験や慣行が色濃く看取されることが明らかに
なった。 

試験は、米国では、ホーレス・マン（Horace Mann）らによる 19世紀の公立学校改革によっ
て筆答化され、ヨーロッパから受容した統計学の力を借りて、教育成果の個人単位・学校単位・
学区単位での分析や診断に使われ、さらには様々な職業資格の判定にも用いられることとなっ
た。他方、日本では、学習・教育成果の評価や職業資格の判定に使う以上に、勉学の努力を証
明する者への褒美の授与に使うことが盛んであった。近代学校とともに試験制度が全ての児童
に及ぶ受験社会へと突入するが、試験の実施形態が近世の藩校等の武家教育の試験に似ている
部分が多く、試験の文脈やそれらを取り巻く環境は近世封建社会の影響を随所に残していた。 

こうしたことが子ども、家庭、教員などにどのように影響していて、どのように大衆受験社
会に向かう流れを作ったのか。今後解明されるべき学術的疑問の解決のために、本研究で明ら
かになった知見を役立てたい。 
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